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　豊富な海の幸を有する石巻も津波で壊
滅的な被害にあった。当時は腰の高さま
で水浸しだったとのことだが、現在の石
巻駅周辺の街並みは見事に復興してい
た。さくら薬局石巻駅前店は、駅から歩
いて５分ほど。菅原さんは、「待合室を
カフェのようなデザインの内装にして、
色々な音楽をかけています。憩いの場や
出会いの場というコンセプトで、気軽に

健康相談ができたり、地域の医療関係者の意見交換
の場になれたらと思います」と語る。待っている患
者に無料で振る舞われるコーヒーは、豆からコーヒ
ーメーカーで挽いたこだわりの一杯だ。
　薬剤師としても、バンドマンとしても、「誰かの
役に立って、必要とされたい」という想いが根底に
ある。高校生の時に医師を志し、大学受験で３浪し
たが、医学部の夢が叶わず薬科大学に入学した。音
楽に出会ったのも高校生の頃で、友達とコピーバン

ドを始めた。
　大学では３浪したこともあり、なかな
か同級生の輪に入れなかったが、入部し
た軽音楽のサークルで、独自に作詞作曲
を行う３人組のオリジナルバンド「C a t 
Shaped Robot」を結成。「ライブでお客
さんが喜んだり、ファンレターをもらっ
ているうちに、医師を志していた時の
気持ちとリンクし始めました。医師の
夢は叶えられなくても、ポジティブな歌
を歌うことで、誰かを少しでも幸せに
できるかもしれないと考えるようになり
ました」と音楽と医療の結びつきを強調
する。
　就職活動をする頃には、大学卒業後も
バンド中心の生活をしようと決めてい
た。組織の規模が大きすぎない会社を探
し、エントリーしたのが東京・神奈川を
中心に「さくら薬局」などを手がける調
剤薬局チェーン「メディックス」。義理
・人情・心意気を大切にする社風に惹か

れた。面接で正直に「入社後もバン
ド活動を主体にやりたい」と伝える
と、面接官から「そのぐらい何かに
打ち込んでいる人の方が仕事を頑張
れる」と理解のある返答が得られ、
入社を決意。都内の薬局で薬剤師と
して働くことになった。
　卒業する年の３月や入社後の４月
もバンド活動を継続させた。週２回
の休みと有給を使い、名古屋や関西にもライブのツ
アーにも行った。仕事とバンドを両立させている菅
原さんの姿を見て、サークルの後輩が同じ会社に入

サ
ウ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
代
表
取
締
役

菅
原 

完
さ
ん

　洗練された内装にコーヒーのほのかな香り、まるで
カフェのような調剤薬局が宮城県石巻市にある。薬剤
師とバンドマンという二つの顔を持つ菅原完さんが、
地元の石巻で薬局と音楽イベントを手がける会社「サ
ウンドファーマシー」を設立し、2016年２月に「さ
くら薬局石巻駅前店」を開設。大学卒業後に都内の調
剤薬局に勤めていたが、東日本大震災で石巻が被災し
たのを契機に、地元に戻って薬局を立ち上げることを
決断した。菅原さんは、「情熱とユーモアを持って、
地元に必要とされる存在になりたいです。門前ではな
いことを逆に強みとして薬局の顧客志向を高めてい
き、音楽・イベント製作を通じて地域に貢献できたら
と考えています」とサウンドファーマシーの展望を語
る。薬局で医療ニーズに対応し、音楽で医療では解決
できないニーズにも切り込んでいく、１人の薬剤師の
熱い想いがそこにはあった。
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